
0 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

松江八束清掃協同組合 

 

エコアクション 21 

環境経営レポート （19 版） 
認証番号0001095 

対象期間：2022 年 4 月 1 日～2023 年 3 月 31 日 

発 行 日：2023 年 8 月 23 日 

 



 

目       次 

頁 

1. 組織の概要 ------------------------------------------------------ 1 

 

2. 対象範囲 ----------------------------------------------------- 1～2 
（組織図、役割・責任・権限表） 

 

3. 環境経営方針 ---------------------------------------------------- 3 

 

4. 環境経営目標 ---------------------------------------------------- 4 

 

5. 環境経営計画 ---------------------------------------------------- 4 

 

6. 環境経営目標の実績 ------------------------------------------- 5～6 
（環境目標と達成状況、環境への負荷実績） 

 

7. 環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の取組内容 ----------- 7～9 

 

8. 環境関連法規等の遵守状況の確認及び 

評価の結果並びに違反、訴訟等の有無 ---------------------------- 10 

 

9. 代表者による全体評価と見直しの結果 ------------------------- 11～12 



2 

 

1. 組織の概要 
 

2.対象範囲 

  

事業所名 松江八束清掃協同組合 

代表者氏名 代表理事 柳 樂  幸 子 

所在地 島根県松江市西持田町 1292番地 1 

創立年月日 1984年 3月 23日 

資本金 160万円 

事業内容 
・事業協同組合運営サービス 

・一般廃棄物収集運搬（松江市委託） 

環境管理責任者 松﨑 竜次 

連絡先 

TEL.0852-21-9919 

FAX.0852-25-2983 

E-mail.matsueyatsuka.seisou@bloom.ocn.ne.jp 

事
業
規
模 

年度 2020年度 2021年度 2022年度 

収
集
運
搬
業 

品目 プラスチック 
製容器包装 

もやせるごみ プラスチック 
製容器包装 

もやせるごみ プラスチック 
製容器包装 

もやせるごみ 

車種 塵芥車 塵芥車 塵芥車 塵芥車 塵芥車 塵芥車 

台数 1 1 1 1 1 1 

収集 

運搬量 

単位：ｔ 
197.26 648.20 200.07 707.40 198.96 673.46 

売上高 
単位：万円 

4,371 4,574 4,798 

従業員 
単位：人 

9 9 9 

床面積 
単位：㎡ 

86,552 86,552 86,552 

組織 松江八束清掃協同組合 

活動 事業協同組合運営サービス業、一般廃棄物収集運搬業 
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【 組 織 図 】 
 

 

 

 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【役割・責任・権限表】 

3.環境経営方針 

代 表 理 事 

□ 環境経営に関する統括責任 
□ 環境管理責任者を任命 
□ 環境方針の策定･見直し及び環境管理責任者に指示 
□ 環境目標及び環境活動計画記載の環境活動計画書の承認 
□ 代表者による全体の評価と見直しの実施 

環境管理責任者 

□ 環境経営システムの構築、実施、管理 
□ 従業員に対する教育訓練の実施 
□ 環境活動の取組結果を代表者へ報告 
□ 担当責任者会の運営指導 
□ 環境方針の策定･見直し及び全従業員へ周知徹底 
□ 体制と役割･責任･権限を全従業員へ周知徹底 
□ 環境活動実施計画書（中期）及び環境活動計画書（単年度）の作成 
□ 環境への負荷チェック及び環境への取組の自己チェックの実施 
□ 環境関連法規制等一覧表の作成 
□ 環境目標の設定 

副環境管理責任者 □ 環境管理責任者代理、補佐 

環 境 事 務 局 

□ 環境管理責任者補佐 
□ 環境関連の外部コミュニケーションの窓口 
□ 環境経営システムに関する資料の管理 
□ 環境活動実施結果の実績集計 
□ 環境運営委員会の資料作成と管理 

環 境 担 当 者 

及び部門担当 

□ 担当業務範囲における環境経営システムの実施 
□ 担当業務範囲への環境方針の周知徹底 
□ 担当業務範囲における環境目標の達成状況及び環境活動計画の実施状況の 

確認･評価、環境管理責任者への報告 
□ 担当業務範囲における運用手順書に基づく運用管理 
□ 当組合の全体的な環境問題を検討し、対応の方向付けをする 

組合職員及び 

組合員企業従業員 

□ 環境方針の理解と環境への取組みの重要性を自覚 
□ 環境担当者会等で決められた事を守り、自主的･積極的に環境活動へ参加 
□ 担当業務の問題点の発見、是正、予防処置 

※組合員は登録認証の対象外 

※2023年 1月 31日現在 

環境管理責任者 

松﨑 竜次        

事務員 
4 名 

代表者（代表理事） 

柳樂 幸子 

外部コミュニケーション窓口 

環境活動部門 
 

電力使用量削減部門 

軽油使用量削減部門 

灯油使用量削減部門 

二酸化炭素排出量削減部門 

水（上水）使用量削減部門 

環境保全部門 

収集運搬作業員 
5 名 

組 合 員 
 

㈲あだかえ衛生社 

㈲三協環衛工業 

㈲ 島 根 清 掃 社 

ち か ら 環 境 

ふ た ば 環 境 

まつばら環境㈱ 

松 本 衛 生 ㈱ 

㈲ 平 和 衛 生 社 

副環境管理責任者 

田邊 志保子     

 

環境担当者会 
現場統括責任者 
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4.環境経営目標 
単年度及び中期長期目標 

※購入電力の二酸化炭素排出係数：0.585 ㎏- CO2/kwh で算定する（令和元年度中国電力調整後排出係数） 

※化学物質は使用していない為、目標として定めない。使用することが生じた場合は、適正管理を行う。 

※省資源（紙使用量の削減）と廃棄物排出量の削減については、取組みが定着しているため目標値として定めないが活動継続していく。 

※液化石油ガスは使用しているが、使用量がごく少量で環境に与える影響は少ないと思われる為、目標として定めない。 

※環境保全については数値目標を設定せず、環境経営計画の取り組み状況を定期的に確認することとする。 

 

5.環境経営計画 
環境 

方針 

環境目標 

項目 

経営計画・達成手段 

（2022 年度） 

中長期計画 

（2023～2024 年度） 

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の
削
減 

省
エ
ネ
ル
ギ
ー 

電力 

使用量 

の削減 

・室内温度の適正化（冷房 28℃、暖房 23℃） 

・パソコン等 OA 機器を省電力設定にする 

・省エネルギー型照明器具に随時切り替える 

・ゴーヤによる「緑のカーテン」で節電効果を高める 

・不要時の照明消灯、減灯の徹底 

・クールビズ・ウォームビズ運動を実施し冷暖房機の使用を抑える 

・終業時、冷暖房機の「早めのスイッチオフ」を実施する 

・2022年度の活動を継続 

 

 

軽油 

使用量 

の削減 

・エコドライブを徹底する 

・収集コースを見直し、走行距離の短縮を図る 

・適正な車両整備（日常点検）を行う 

・タイヤの空気圧を定期的に確認し、適正値を保つ 

・2022年度の活動を継続 

 

灯油 

使用量 

の削減 

・灯油使用量を記録、把握し節約に努める 

・室内温度の適正化（暖房 23℃）を徹底する 

・重ね着等服装の工夫をし、暖房の使用を抑える 

・2022年度の活動を継続 

 

 

二酸化炭素 

排出量の 

削減 

・電力使用量削減 

・軽油使用量削減 

・灯油使用量削減 

・2022年度の活動を継続 

 

節 水 
水使用量 

の削減 

・貯留タンクの利用で雨水による洗車及びトイレ清掃を行う 

・ストッパー付き洗車ホースを使用し、節水に努める 

・手洗い時、水道の流しっぱなしをしない 

・節水ポスターでの啓発を行う 

・2022年度の活動を継続 

 

環境 

保全 

自らが 

提供する 

サービス 

・収集作業時に集積場所周辺のごみを拾い、清潔保持に努める 

・集積場所への不適物排出等の場合、ごみ分別ステッカー等で指導・啓

発を行い、松江市へ報告書提出 

・タイヤの空気圧を定期的に確認し、適正値を保つように努める 

・排気ガスや騒音レベルを抑えるため、適正な車両整備を行う 

・収集車両の油漏れがないことを確認する 

・2022年度の活動を継続 

 

社会貢献 

活動 

・宍道湖・中海一斉清掃参加 

・クリーンまつえ参加 

・環境活動等に積極的に参加し、支援、協力を行う 

・職場体験学習の受け入れ 

・敷地内外の緑化運動の実施 

・2022年度の活動を継続 

 

生物多様性 

等の保全活動 

・場内清掃を実施する（年 2回） 

・近隣地区のごみ拾い運動を実施する 

・洗車場清掃を定期的に実施する（週 1 回） 

・洗車場付近溝掃除を定期的に実施する（週 1 回） 

・場内油水分離槽の点検及び清掃を定期的に実施する 

 （業者による点検、清掃…年 1回） 

・2022年度の活動を継続 

 

環境 

方針 

環境目標 

項目 
単位 

基準値 

（基準年度） 

単年度目標 中長期目標 
備  考 

2022 年度 2023 年度 2024 年度 

 

省
エ
ネ
ル
ギ
ー 

電力使用量 

の削減 
kWh 

7,267 

(2021 年度) 

7,267 

↓ 

7,836 

7,836 7,836 
2021 年度エアコン増設のため、基準年

度の値にエアコン増設後の増率をかけ

た値を目標値とする。 

軽油使用量 

の削減 

ℓ 

(Km/ℓ) 

8,054 

（2020 年度） 

（燃費 4.10） 

8,054 

(4.10) 

8,054 

プラ(4.70) 

可燃（4.87） 

8,054 

プラ(4.70) 

可燃（4.87） 

2023 年度よりプラ、可燃の目

標燃費を別々にする。 

（ ）内数値は燃費。 

灯油使用量 

の削減 
ℓ 

349 

（2020 年度） 
349 349 349  

 

二酸化炭素 

排出量 

の削減 

kg 

-CO2 

25,900 

（2021 年度） 

25,900 

↓ 

26,233 

26,233 26,233 

電力目標値修正に伴い、二酸

化炭素排出量の目標値も修

正。 

節 水 
水使用量 

の削減 
㎥ 

190 

（2021 年度） 
190 196 196 

洗車の取組が実施された

2022 年度の実績値を次年度

より目標値とする。 

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の
削
減 
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6.環境経営目標の実績 
環境経営目標と達成状況（2022 年度…4 月 1 日～3 月 31 日の実績） 

環境方針 
環境目標 

項目 
単位 

2022 年度 結果 

評価 備考 目標値 

Ａ 

実績値 

Ｂ 
達成率 

 

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の
削
減 

省
エ
ネ
ル
ギ
ー 

電力使用量の削減 kWh 7,836 7,188 92% ◎  

軽油使用量の削減 
ℓ 

(km/ℓ) 

8,054 

（4.10） 

7,746 

（4.77） 

96% 

86% 

◎ 

◎ 
（ ）内数値は燃費 

灯油使用量の削減 ℓ 349 277 79% ◎  

 
二酸化炭素 

排出量の削減 

Kg 

-CO2 
26,233 24,879 95% ◎  

節 水 水使用量※1の削減 ㎥ 190 196 103% × 
敷地内に事業所を置く 

組合員の使用量を含む 

※1 敷地内に事業所を置く組合員の投入量を含む。また、貯留タンクへ溜めた雨水を利用しているが、

使用量については把握していない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

電力使用量削減  ゴーヤによる「緑のカーテン」で節電効果を高める 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

軽油使用量削減  主にエコドライブ、車両整備、アイドリングストップを心掛ける 

 

  

評価記号 ◎…目標達成 

     ×…目標未達成 
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環境への負荷実績（2020～2022年度・・・4月 1日 ～ 3月 31日の実績） 

【INPUT 項目】 

※1 敷地内に事業所を置く組合員の投入量を含む。また、貯留タンクへ溜めた雨水を利用しているが、

使用量については把握していない。 

【OUTPUT項目】 

※2 電気使用に伴う二酸化炭素排出量については、環境目標の設定及び、実績値ともに令和元年度中

国電力調整後排出係数：0.585kg-CO2/kwh を用いて算定している。 

 

環境への 

負荷項目 
単位 実績値 

エ
ネ
ル
ギ
ー
投
入
量 

購入電力 Kwh 

 

化石燃料 

（軽油・灯油） 
ℓ  

 

水
資
源
投
入
量 

上 水※1 ㎥ 

 

環境への 

負荷項目 
単位 実績値 

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量 

二酸化炭素※2 Kg 

-CO2 

 

受
託
し
た 

一
般
廃
棄
物
の
処
理
量 

収集運搬量 ｔ 

 

6,984 

7,573 

7,188 

6,600

6,800

7,000

7,200

7,400

7,600

7,800

2020 2021 2022

8,054 8,158 

7,746 

7400

7600

7800

8000

8200

2020 2021 2022

349
270 277

0

100

200

300

400

2020 2021 2022

190
187

196

180

185

190

195

200

2020 2021 2022

25,734 
26,150 

24,879 

24,000

25,000

26,000

27,000

2020 2021 2022

845.46

907.47
872.42

800

850

900

950

2020 2021 2022
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7.環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の取組内容 

（1）削減の取組 

電力使用量の削減 

取組結果と 

その評価 

年間使用量 … 7,188 kWh（目標達成率 92％） 

 

 

次年度の 

取組内容 
・2022 年度の取組を継続。 

 

軽油（収集運搬用）使用量の削減 

取組結果と 

その評価 

 

＜65-91＞プラスチック製容器包装収集車両 

年間燃費 … 4.95km/ℓ 

（目標達成率 83％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※＜65-91＞修理のため 6.7 月は代車の燃費 

＜94-32＞もやせるごみ収集車両 

年間燃費 … 4.87km/ℓ 

（目標達成率 84％） 

 

 

 

次年度の 

取組内容 
・2022 年度の取組を継続。 

 

6.36

4.79

4.29

4.97
4.48

4.46 4.12

5.90

4.57
5.18 5.115.22

3.00
3.50
4.00
4.50
5.00
5.50
6.00
6.50
7.00

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

単位：km/ℓ

年間目標達成。達成率が 84％のため 

次年度よりこの実績値を目標値とする。 

昨年度エアコン１台を増設し目標値を変更したが、

蛍光灯から LED照明に換え（R4.7 事務所、R5.3 会

議室、現場事務所）消費電力の削減に繋がった。 

年間目標達成。達成率が 83％のため 

次年度よりこの実績値を目標値とする。 

4.73 4.57 5.01 5.03

6.13

4.09

4.83

5.44

4.10

4.84 5.03
5.54

3.00
3.50
4.00
4.50
5.00
5.50
6.00
6.50
7.00

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

単位：km/ℓ
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軽油（収集運搬用）使用量の削減 

取組結果と 

その評価 

年間使用量 … 7,746 ℓ（目標達成率 96％） 

 

 

 

 

 

次年度の 

取組内容 
・2022 年度の取組を継続。 

 

灯油使用量の削減 

取組結果と 

その評価 

年間使用量 … 277ℓ（目標達成率 79％） 

 

 

 

次年度の 

取組内容 
・2022 年度の取組を継続。 

8 月よりエアコン１台増設に伴い 8 月～11 月目標未達、12 月～3 月までの目標値を再設定するも実 

二酸化炭素排出量の削減 

取組結果と 

その評価 

年間排出量 … 24,879kg-CO2（目標達成率 95％） 

 

 

次年度の 

取組内容 
・2022 年度の取組を継続。 

 

水使用量の削減 

取組結果と 

その評価 

年間使用量… 196 ㎥（目標達成率 103％） 

 

 

 

次年度の 

取組内容 
・2022 年度の取組を継続。 

右のグラフは排出元の割合である。 

軽油使用による排出がほとんどなので、 

エコドライブ、車両整備、アイドリングスト

ップを特に意識している。 

エアコンを使用しながらサーキュレーターで空気

を循環させ、過度な使用がないように努力した。 

また室温チェック表を利用し、暖房器具の適正使用

ができた。 

洗車強化の取り組みに伴い、上水使用量が増

えてきた。洗車場に啓発ポスターを貼り貯水

タンクを優先するよう促している。 

電力

17%
灯油

3%

軽油

80%

年間目標達成！エコドライブ、車両整備、アイドリ

ングストップの意識を継続維持する。 
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（2）環境保全及びその他の取組 

地域環境保全活動 

取組結果と 

その評価 

記録 

・宍道湖・中海一斉清掃（2022.6） 

・「クリーンまつえ」参加（2022.6、2022.10） 

・場内外清掃及び近隣地区ごみ拾い運動（2022.6、2022.10） 

・「花いっぱい運動」（2022.11） 

 

 

 

 

 

 

次年度の 

取組内容 
・2022 年度の取組を継続。 

地域社会貢献活動 

取組結果と 

その評価 

記録 ・職場体験学習の受入れ（コロナウイルス感染対策により中止） 

 

依頼があれば積極的に受け入れる。 

次年度の 

取組内容 
・2022 年度実施予定の取組を継続。 

 

緊急事態教育・訓練実施 

取組結果と 

その評価 

記録 緊急事態訓練記録表のとおり 

収集作業中に起こりえる車両火災の実例等を知り対応手段を学習した。 

島根県松江市もスプレー缶、ライター、モバイルバッテリー等分別の徹底を市民に啓発

しており、当組合でも未分別ごみに対する啓発ステッカーを貼り、市に報告するなど徹

底できている。 

次年度の 

取組内容 
油流出事故対応 

地域の清掃ボランティアへの参加や、独自の清掃

活動を計画実施している。 

 

敷地内へ花を植える「花いっぱい運動」では、組合

員従業員を含む職員が協力し環境美化に努めた。 
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8.環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、 

訴訟等の有無 
 

当組合の事業活動における環境関連法規の遵守状況は下記の通りでした。 

なお、関係当局よりの違反等の指摘、訴訟はありませんでした。 

 

 

 

□苦情・要望及び事故発生時の対応 

   事業活動における環境上の苦情・要望及び事故発生状況は下記の通りでした。 

 

組合事業活動における苦情・要望 0 件 

  〃    事故  0  件 

 

適用する法令等 法令の要求事項 適用される対象 
遵守

評価 

廃棄物処理法 
廃棄物の排出の抑制、適正な収集、運搬、処理、

飛散防止 
収集車全車両 ○ 

水質汚濁防止法 公共用水域及び地下水の水質汚濁の防止 洗車場 ○ 

道路交通法 
過積載の防止、法定速度の遵守 

安全運転管理者の選任と使用者の遵守義務 
収集車全車両 ○ 

悪臭防止法 悪臭の防止による生活環境の保全 収集車全車両 ○ 

消防法 火災の予防 
組合事務所 

組合員休憩所 
○ 

家電リサイクル法 

特定家庭用機器廃棄物を排出する場合は、収

集・運搬をする者又は再商品化等をする者に適

切に引き渡す 

冷蔵庫 

エアコン 
〇 

自動車リサイクル法 使用済み自動車を引き取り業者へ引き渡す 組合所有車両 〇 

資源有効利用促進法 
原材料等の使用の合理化と再生資源・再生部品

を利用する努力義務 

パソコン 

ディスプレイ 
〇 

松江市収集運搬業務 

委託契約書 

一般廃棄物処理計画、収集運搬業務委託仕様書

に従い業務を行う 

組合 

組合員企業 
○ 
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9.代表者による全体評価と見直しの結果 

見直しに必要な情報 

○環境管理責任者の報告 

[取組状況の評価結果] 

・法的要求事項の順守状況 

部門ごとに定められた方法で順守した。 

・是正及び予防処置の状況 

水使用量削減→目標未達状況が続いているが、2022 年度よりトラックの洗車を徹底する取り組みがなさ

れており実績値を次年度の目標値とする。 

 

・前回までの指摘事項の改善他 

主な推奨事項 

① エコアクション 21 文書類の中には審査の為に作成されている資料が散見、効果的、効率的な運用

を心がけると良い。 

② エコアクション 21 の運用を開始されてから 15 年以上が経過していることから、定着している取り

組みも多く、今後は重点目標（例えば二酸化炭素総排出量の 80％を占めている軽油使用量の削減、

車両燃費の向上）を定めるなどしてメリハリをつけて活動すると良い。 

2022 年度より改善し対応している。 

[目標の達成状況］ 

・水使用量以外、その他の部門で年間目標値を達成した。 

 

[周囲の変化状況] 

・コロナ禍は組合企業内で多くの感染者や濃厚接触者が出、業務上大変な時期もあり、一人一人が気を

遣い続ける日々でしたが、コロナが第五類になり本来の環境に少しでも早く戻れる事を期待する。 

 

○環境管理責任者のコメント・提案 

[環境経営方針] 

・事業活動と調和した内容であり、各自が理解している。 

・定期的なミーティングも行い職員全体の理解が深まっている。 

 

 

[目標] 

・前年度に設定した中期目標に従って活動を計画している。 

・目標値未達となった水使用量は、今年度の実績値を参考に、次年度以降の目標値を設定する。 

 

 

[システムの各要素] 

・現状のシステムでは特に問題が無いと考えますが、ミーティング等で職員 1 人 1 人の意見を吸い上げ

さらに良いものにきれば良いと考えます。 
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変更の必要性の有無・指示事項 

（代表者） 

[環境経営方針] 

・環境経営方針と取り組みに整合性があり、継続し取り組むこととする。 

 

変更の必要性： 有 無 

[目標・環境経営計画・実施体制] 

・役割分担をし、各々が日々出来ることを考え、提案・意見交換・実行に繋げ 

プラスワンの取り組みを重ねていく。 

変更の必要性： 有 無 

[経営システムの各要素] 

・継続する事の重要を認識し、構築していく。 

変更の必要性： 有 無 

 

 

 

環境経営全体の取組状況及びその効果の評価 

（代表者） 

令和 4 年度は、コロナ禍に加えエネルギー価格高騰・原材料価格高騰等による影響を受けた。 

そんな中、エコアクション 21 の活動の実績として電力消費量では LED 照明の導入により、良い結果とな

った。電力価格高騰と相まって経費の削減にも繋がった。 

燃費の管理は特に日々の車両点検の見直しとチェックに力を入れて、少しずつ結果が出てきている。更

に出来ることを考え実行に結びつけていくこと。 

今後は環境に配慮した新車両に入れ替えがあり、益々の車両管理を充実させ、実績を残すこととする。 

社内コミュニケーションとしては、定期的に EA21 会議を行い、それぞれの担当から実績を発表し、意見

交換することによって意識向上となっている。 

 我々は松江市の委託業務を担う者として、持続可能な社会の構築を目指し、一人ひとりの小さな取り

組みが大きな成果につながるように、全員が一丸となって継続して行くこととする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


